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３月の生活アンケートで、不登校児童・いじめ認知はありませんでした。 

　 　 　 　  

 

　 　 　 「夢を抱き、明るく前向きに努力する子ども」 

　 　 　 　 　 　 　 　 「保護者が通わせたい学校」を目指して 

 
 
　本日，４月８日(月）令和６年度がいよいよスタートしました。校舎に２週間ぶりに子供たちの元気

 で明るい声が戻ってきました。
　子供たちは、進級・入学することへの期待と不安を胸に、本日登校してきたことでしょう。そんな
子供たちが「夢を抱き、明るく前向きに努力する姿」、そして「保護者が通わせたい学校」を目指して、
今年度も全職員「チーム大島小」で、『一所懸命』取り組んでいきたいと思います。 

 　今年度も、ご家庭の皆様のご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。
 

令和６年度の職員です！ 

             よろしくお願いします！！ 

                    今年度の人事異動で４名の先生方をお迎えいたしました。少ない人数ですが　
 　　　　　　　　　チーム力でカバーしていきますのでよろしくお願いいたします。

　　　　　 氏　　　名（年数・転入先　等） 　　　　　 氏　　　名（年数・転入先　等）
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　学校のホームページについてお知らせいたします。今年度も、学校だよりや保健
だより、各クラスの授業の様子、行事等、ホームページを活用して、できる限り皆
様に発信していきたいと思います。「気仙沼市立大島小学校」と検索していただく

 か、右記のＱＲコードを読み取っていただき、ご覧いただきたいと思います。
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　本日の始業式で全校を代表して発表した児童の作文を紹介いたします。 
　３年生と５年生の代表児童２名は，緊張しながらも，堂々とみんなの前で発表することができまし
た。 

  
　「３年生でがんばりたいこと」                             　　　　　　

 

 　ぼくは、２年生でがんばったことが２つあります。１つ目はさん数の

かけざん九九がとてもむずかしくいやになりましたが、なん回もれんしゅうして九九名人になる

ことができてとてもうれしかったです。２つ目はすいえいをがんばりました。せおよぎができな

かったけどいっぱいれんしゅうして、せおよぎができるようになりま

 した。

　３年生でんばりたいことは、国語です。ぼくは国語の文しょうもん

だいがにがてなので、３年生になったらもっとがんばりたいとおもい

ます。中学年になるので、１・２年生のおてほんになるようにがんば

 ります。

 

 

     　　　  
 「５年生になってがんばりたいこと」

 　

 　わたしが、５年生になってがんばりたいことは３つあります。

　１つ目は、委員会です。４年生の時に、上級生が「こういう委員

会があるよ」「こういうことをするよ」と分かりやすく教えてもら

 ったので、どの委員会になってもがんばりたいです。

　２つ目は、くぐなり祭りです。初めてじゅんびをするので、６年

生さんと協力して、下級生にいっぱいよろこんでもらえるようにが

 んばりたいです。

　３つ目は勉強です。特に算数をがんばりたいです。４年生では、

図形と面積と分数が苦手だったので、５年生では、ふく習をしたり、分からないときがあったら

 すぐ先生に聞いたりして、苦手をとくいにできるようにしたいです。

　そして５年生で楽しみなことがあります。それは、しゅう学旅行です。初めて家族とはなれて、

 お友だちと計画をたてたり、おとまりしたりできるので、とても楽しみです。

 　５年生でも、お友だちといっしょに、勉強も運動もがんばっていきたいです。

 

　３年生の発表からは、去年の頑張りが伝わりました。また，苦手なことにも意欲的に取り組もうと

する姿勢は素晴らしく，全校で見習いたいと思いました。　　　 

  ５年生の発表からは，高学年としての責任と自覚をもってがんばろうとする意気込みがひしひしと

伝わってきました。６年生と力を合わせて大島小学校をリードしてくれることでしょう。 

  発表してくれた２名以外のみなさんも，今年のめあてをしっかりと立てたでしょうか。夢や目標に

向かって、前向きに活動していけるように，学校と家庭・地域協働で見守っていきたいものです。 

 

                                   


